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コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
な
ど
の
講
座
を
持
つ

土
木
系
の
高
専
や
大
学
へ
Ｐ
Ｃ
技
術
に
精

通
し
た
技
術
者
を
派
遣
し
て
講
義
を
行
う

「
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
」。学
生
に

と
っ
て
な
じ
み
の
薄
い
Ｐ
Ｃ
の
技
術
概
要

や
構
造
物
を
、写
真
や
動
画
を
使
っ
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
Ｐ
Ｃ
建
協
の
主
要
活

動
の
ひ
と
つ
で
す
。こ
の
派
遣
講
義
の
魅
力

と
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
受
講
者
の
声
と
共

に
紹
介
し
ま
す
。

●　
　
●　
　
●

徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
本
格
的

に
全
国
展
開
し
た
の
は
平
成
26
年
か
ら
で

し
た
。派
遣
講
師
は
Ｐ
Ｃ
建
協
会
員
企
業

の
社
会
経
験
豊
富
な
技
術
社
員
が
務
め
、

講
義
で
は
、
講
師
自
身
の
実
務
体
験
と
業

界
や
企
業
の
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
各
専

門
技
術
が
施
工
現
場
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
る
か
を
解
説
し
ま
す
。

　

１
講
義
あ
た
り
の
受
講
者
数
は
、
国
公

立
大
学
や
高
専
な
ど
が
30
人
〜
40
人
、
私

立
の
総
合
大
学
は
１
０
０
人
前
後
が
多
く
、

２
０
０
人
以
上
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
講
義
は
２
〜
３
コ
マ
を

複
数
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
初
は
各
支
部
で
１
年
間
に
数
件
程
度

で
し
た
が
、Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
各
学
校
へ
積

極
的
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
加
え
、Ｐ
Ｃ

技
術
専
門
家
派
遣
の
講
義
を
実
施
し
た
先

生
方
の
口
コ
ミ
が
徐
々
に
広
が
り
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
や
維
持
管
理
の
分
野
を
研

究
さ
れ
て
い
る
学
校
へ
認
知
さ
れ
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は
全
国
各
地
で
１
年
間

に
57
校
77
講
義
が
開
講
さ
れ
、
最
も
開
講

数
の
多
い
関
東
支
部
で
は
年
間
延
べ
２
０

４
４
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。そ
の
学
生

た
ち
の
声
は
受
講
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し

て
収
集
・
分
析
し
、
次
年
度
の
講
義
に
反

映
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
技
術
の
学
び
を
機
に

将
来
を
考
え
始
め
る
学
生
た
ち

　

派
遣
講
義
を
依
頼
し
た
学
校
に
よ
る
と

「
講
師
の
国
内
外
で
の
工
事
現
場
で
直
面

し
た
苦
労
談
や
失
敗
談
、
さ
ま
ざ
ま
な
同

僚
た
ち
と
一
致
協
力
し
て
乗
り
き
っ
た
成

功
談
に
興
味
・
関
心
を
抱
い
た
学
生
が
い

た
」な
ど
、講
義
を
き
っ
か
け
に
学
び
へ
の

姿
勢
が
前
向
き
に
変
化
す
る
学
生
が
現
れ

る
ケ
ー
ス
を
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
学
生
に
卒
業
後
の
進
路
を
考
え

さ
せ
る
の
は
難
し
い
が
、
講
義
が
き
っ
か

け
で
、
自
分
自
身
の
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
し

始
め
た
学
生
が
い
て
、そ
の
後
、志
望
業
界

や
志
望
企
業
を
調
べ
始
め
た
」「
講
師
の
実

話
が
就
職
活
動
へ
の
動
機
付
け
に
な
っ

た
」と
い
う
話
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

写
真
や
動
画
を
多
用
し
て

Ｐ
Ｃ
技
術
の
理
解
を
促
進

　

派
遣
講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
、
設
計
施

工
、
維
持
管
理
な
ど
に
関
す
る
座
学
に
加

え
、Ｐ
Ｃ
の
原
理
や
構
造
を
、模
型
な
ど
の

教
育
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
実
演
も
行
い
な

が
ら
解
説
し
て
い
ま
す
。講
義
中
に
紹
介

す
る
ス
ラ
イ
ド
の
中
で
は
、
橋
梁
が
建
設

さ
れ
て
い
く
過
程
を
定
点
撮
影
し
た
動
画

も
上
映
し
、Ｐ
Ｃ
構
造
物
を
初
め
て
知
っ

た
受
講
生
に
も
実
際
の
施
工
の
様
子
が
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

施
工
現
場
で
使
わ
れ
る
Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
実
物

を
持
参
し
、
受
講
生
に
質
感
や
重
量
感
を

体
感
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
や
教
材
は
各
学
校

へ
貸
し
出
し
て
お
り
、
先
生
方
が
授
業
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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これまでの軌跡と
今後の発展
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▲ 東京都市大学で講義する斉藤亮一氏（ＰＣ建協 関東支部）

平
成
28
・
29
年
度
開
講
実
績

【
北
海
道
支
部
】北
海
道
大
、北
見
工
業
大
、

苫
小
牧
高
専
、函
館
高
専
、北
海
学
園
大
、

北
海
道
科
学
大
、室
蘭
工
業
大

【
東
北
支
部
】東
北
大
、秋
田
大
、岩
手
大
、

日
本
大（
工
学
部
）、八
戸
工
業
大
、福
島
高

専【
関
東
支
部
】東
京
大
、足
利
工
業
大
、茨
城

大
、宇
都
宮
大
、木
更
津
高
専
、群
馬
高
専
、

国
士
舘
大
、芝
浦
工
業
大
、信
州
大
、中
央

大
、東
海
大
、東
京
電
機
大
、東
京
都
市
大
、

東
京
理
科
大
、東
洋
大
、長
野
高
専
、日
本

大（
生
産
工
学
部
、理
工
学
部
交
通
シ
ス
テ

ム
工
学
科
、理
工
学
部
土
木
工
学
科
）、前

橋
工
科
大
、早
稲
田
大

【
北
陸
支
部
】金
沢
大
、富
山
県
立
大
、長
岡

技
科
大
、長
岡
高
専
、新
潟
大
、福
井
工
業

大
、福
井
高
専

【
中
部
支
部
】名
古
屋
大
、名
古
屋
工
業
大
、

岐
阜
大
、愛
知
工
業
大
、中
部
大
、名
城
大

【
関
西
支
部
】京
都
大
、明
石
高
専
、大
阪
工

業
大
、大
阪
産
業
大
、大
阪
市
立
大
、関
西

大
、神
戸
大
、摂
南
大
、舞
鶴
高
専
、立
命
館

大
、和
歌
山
高
専

【
中
国
支
部
】広
島
大
、呉
高
専
、広
島
工
業

大
、山
口
大

【
四
国
支
部
】香
川
大
、阿
南
高
専
、香
川
高

専【
九
州
支
部
】九
州
大
大
学
院
、九
州
大
、鹿

児
島
大
、九
州
工
業
大
、宮
崎
大
、琉
球
大
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
な
ど
の
講
座
を
持
つ

土
木
系
の
高
専
や
大
学
へ
Ｐ
Ｃ
技
術
に
精

通
し
た
技
術
者
を
派
遣
し
て
講
義
を
行
う

「
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
」。学
生
に

と
っ
て
な
じ
み
の
薄
い
Ｐ
Ｃ
の
技
術
概
要

や
構
造
物
を
、写
真
や
動
画
を
使
っ
て
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
Ｐ
Ｃ
建
協
の
主
要
活

動
の
ひ
と
つ
で
す
。こ
の
派
遣
講
義
の
魅
力

と
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
受
講
者
の
声
と
共

に
紹
介
し
ま
す
。

●　
　
●　
　
●

徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
本
格
的

に
全
国
展
開
し
た
の
は
平
成
26
年
か
ら
で

し
た
。派
遣
講
師
は
Ｐ
Ｃ
建
協
会
員
企
業

の
社
会
経
験
豊
富
な
技
術
社
員
が
務
め
、

講
義
で
は
、
講
師
自
身
の
実
務
体
験
と
業

界
や
企
業
の
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
各
専

門
技
術
が
施
工
現
場
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
る
か
を
解
説
し
ま
す
。

　

１
講
義
あ
た
り
の
受
講
者
数
は
、
国
公

立
大
学
や
高
専
な
ど
が
30
人
〜
40
人
、
私

立
の
総
合
大
学
は
１
０
０
人
前
後
が
多
く
、

２
０
０
人
以
上
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
講
義
は
２
〜
３
コ
マ
を

複
数
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
初
は
各
支
部
で
１
年
間
に
数
件
程
度

で
し
た
が
、Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
各
学
校
へ
積

極
的
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
加
え
、Ｐ
Ｃ

技
術
専
門
家
派
遣
の
講
義
を
実
施
し
た
先

生
方
の
口
コ
ミ
が
徐
々
に
広
が
り
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
学
や
維
持
管
理
の
分
野
を
研

究
さ
れ
て
い
る
学
校
へ
認
知
さ
れ
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は
全
国
各
地
で
１
年
間

に
57
校
77
講
義
が
開
講
さ
れ
、
最
も
開
講

数
の
多
い
関
東
支
部
で
は
年
間
延
べ
２
０

４
４
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。そ
の
学
生

た
ち
の
声
は
受
講
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し

て
収
集
・
分
析
し
、
次
年
度
の
講
義
に
反

映
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
技
術
の
学
び
を
機
に

将
来
を
考
え
始
め
る
学
生
た
ち

　

派
遣
講
義
を
依
頼
し
た
学
校
に
よ
る
と

「
講
師
の
国
内
外
で
の
工
事
現
場
で
直
面

し
た
苦
労
談
や
失
敗
談
、
さ
ま
ざ
ま
な
同

僚
た
ち
と
一
致
協
力
し
て
乗
り
き
っ
た
成

功
談
に
興
味
・
関
心
を
抱
い
た
学
生
が
い

た
」な
ど
、講
義
を
き
っ
か
け
に
学
び
へ
の

姿
勢
が
前
向
き
に
変
化
す
る
学
生
が
現
れ

る
ケ
ー
ス
を
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
学
生
に
卒
業
後
の
進
路
を
考
え

さ
せ
る
の
は
難
し
い
が
、
講
義
が
き
っ
か

け
で
、
自
分
自
身
の
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
し

始
め
た
学
生
が
い
て
、そ
の
後
、志
望
業
界

や
志
望
企
業
を
調
べ
始
め
た
」「
講
師
の
実

話
が
就
職
活
動
へ
の
動
機
付
け
に
な
っ

た
」と
い
う
話
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

写
真
や
動
画
を
多
用
し
て

Ｐ
Ｃ
技
術
の
理
解
を
促
進

　

派
遣
講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
、
設
計
施

工
、
維
持
管
理
な
ど
に
関
す
る
座
学
に
加

え
、Ｐ
Ｃ
の
原
理
や
構
造
を
、模
型
な
ど
の

教
育
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
実
演
も
行
い
な

が
ら
解
説
し
て
い
ま
す
。講
義
中
に
紹
介

す
る
ス
ラ
イ
ド
の
中
で
は
、
橋
梁
が
建
設

さ
れ
て
い
く
過
程
を
定
点
撮
影
し
た
動
画

も
上
映
し
、Ｐ
Ｃ
構
造
物
を
初
め
て
知
っ

た
受
講
生
に
も
実
際
の
施
工
の
様
子
が
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

施
工
現
場
で
使
わ
れ
る
Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
実
物

を
持
参
し
、
受
講
生
に
質
感
や
重
量
感
を

体
感
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
や
教
材
は
各
学
校

へ
貸
し
出
し
て
お
り
、
先
生
方
が
授
業
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
の
講
義
は
学
生

に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
１
コ
マ
90
分
の
短
い
時
間
内
に
絶

対
伝
え
る
べ
き
」
と
Ｐ
Ｃ
の
プ
ロ
た
ち
が

考
え
抜
い
た
内
容
を
効
果
的
、
効
率
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
業
界
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
大
事
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
人
手
確
保
が

課
題
と
聞
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
我
が
校

に
は
橋
梁
が
好
き
な
学
生
が
多
い
の
で
す

が
、
施
工
現
場
で
の
役
割
分
担
や
具
体
的

な
企
業
名
を
知
ら
な
い
た
め
、
彼
ら
彼
女

ら
の
ほ
と
ん
ど
が
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
を
志
望

し
ま
す
。

東京理科大学 理工学部 
土木工学科 教授
か　とう よし たか

加藤 佳孝 氏

PC技術専門家
派遣事業への
期待

▲ 施工現場の写真や動画が多用されたテキスト

▲ 講義の教材として使用するさまざまなPC鋼材

平
成
28
・
29
年
度
開
講
実
績

【
北
海
道
支
部
】北
海
道
大
、北
見
工
業
大
、

苫
小
牧
高
専
、函
館
高
専
、北
海
学
園
大
、

北
海
道
科
学
大
、室
蘭
工
業
大

【
東
北
支
部
】東
北
大
、秋
田
大
、岩
手
大
、

日
本
大（
工
学
部
）、八
戸
工
業
大
、福
島
高

専【
関
東
支
部
】東
京
大
、足
利
工
業
大
、茨
城

大
、宇
都
宮
大
、木
更
津
高
専
、群
馬
高
専
、

国
士
舘
大
、芝
浦
工
業
大
、信
州
大
、中
央

大
、東
海
大
、東
京
電
機
大
、東
京
都
市
大
、

東
京
理
科
大
、東
洋
大
、長
野
高
専
、日
本

大（
生
産
工
学
部
、理
工
学
部
交
通
シ
ス
テ

ム
工
学
科
、理
工
学
部
土
木
工
学
科
）、前

橋
工
科
大
、早
稲
田
大

【
北
陸
支
部
】金
沢
大
、富
山
県
立
大
、長
岡

技
科
大
、長
岡
高
専
、新
潟
大
、福
井
工
業

大
、福
井
高
専

【
中
部
支
部
】名
古
屋
大
、名
古
屋
工
業
大
、

岐
阜
大
、愛
知
工
業
大
、中
部
大
、名
城
大

【
関
西
支
部
】京
都
大
、明
石
高
専
、大
阪
工

業
大
、大
阪
産
業
大
、大
阪
市
立
大
、関
西

大
、神
戸
大
、摂
南
大
、舞
鶴
高
専
、立
命
館

大
、和
歌
山
高
専

【
中
国
支
部
】広
島
大
、呉
高
専
、広
島
工
業

大
、山
口
大

【
四
国
支
部
】香
川
大
、阿
南
高
専
、香
川
高

専【
九
州
支
部
】九
州
大
大
学
院
、九
州
大
、鹿

児
島
大
、九
州
工
業
大
、宮
崎
大
、琉
球
大

　

私
は
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
ま
っ
て
、
学

生
が
将
来
の
進
路
を
決
め
る
際
に
少
し
で

も
選
択
肢
を
広
げ
て
考
え
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
こ
の
派
遣
講
義
を
お
願
い
し

た
の
で
す
が
、
受
講
後
の
リ
ポ
ー
ト
か
ら

「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
」「
楽
し
そ
う
だ
」

と
い
う
言
葉
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し

た
。
現
場
を
経
験
さ
れ
て
い
る
講
師
の
お

話
に
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
学
生
は
そ

の
生
の
声
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
感
じ

て
学
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
派
遣
講
義
を
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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７
月
の
３
日
間
、
東
京
都
市
大
学
の
栗
原
哲
彦
准
教
授

が
担
当
す
る
工
学
部
２
、３
年
生
、約
80
人
を
対
象
に
派

遣
講
師
に
よ
る
座
学
と
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講
師

は
ベ
テ
ラ
ン
の
斉
藤
亮
一 

日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

Ｐ
Ｃ
事
業
部
技
術
副
部
長
。教
室
は
広
め
で
し
た
が
、
授

業
開
始
の
頃
に
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

緊
張
実
演
で
熱
気
は
最
高
潮
に

一
つ
ひ
と
つ
に
驚
き
の
表
情

　

授
業
の
後
半
は
「
緊
張
実
演
」。こ
こ
で

講
師
は
神
鋼
鋼
線
工
業
㈱
の
池
原
大
典
係

長
と
松
平
拓
人
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

遠
慮
が
ち
の
学
生
た
ち
に
「
見
え
る
と
こ

ろ
ま
で
も
っ
と
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。大
丈

夫
で
す
よ
」
と
声
を
か
け
る
と
一
斉
に
前

教
室
に
響
く
メ
モ
を
と
る
音

板
書
だ
け
で
な
く
考
え
な
が
ら

疑
問
点
を
ま
と
め
て
い
た

　

同
大
学
で
の
派
遣
講
義
は
１
コ
マ
１
時

間
40
分
で
、
今
回
訪
れ
た
の
は
最
終
日
の

「
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
」。

　

授
業
は
前
回
ま
で
の
復
習
か
ら
ス
タ
ー

ト
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
投
映
さ
れ
る
レ

ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
、
難
解
な
内
容
も
わ
か

り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
き
ま
す
。手
も

と
に
配
付
さ
れ
た
資
料
を
熱
心
に
読
み
、

講
師
の
話
に
身
を
乗
り
出
し
な
が
ら
聴
く

男
子
学
生
が
目
に
留
ま
り
ま
す
。

　

一
方
、
講
師
の
言
葉
を
残
ら
ず
記
そ
う

と
メ
モ
す
る
カ
リ
カ
リ
と
い
う
音
が
聞
え

ま
す
。教
壇
の
少
し
横
に
座
っ
て
メ
モ
を

取
る
女
子
学
生
で
す
。「
質
問
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
」と
投
げ
掛
け
る
講
師
。し
か
し
応

え
る
声
は
あ
り
ま
せ
ん
。残
念
な
雰
囲
気

か
と
思
い
き
や
、
よ
く
見
る
と
、
疑
問
に

思
っ
た
点
を
考
え
な
が
ら
メ
モ
書
き
す
る

様
子
に
気
付
き
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
受
講
の

ス
タ
イ
ル
は
違
い
ま
す
が
、
確
か
に
彼
ら

彼
女
た
ち
は
学
ん
で
い
ま
し
た
。

へ
。「
ス
イ
マ
セ
ン
、も
う
ち
ょ
っ
と
だ
け
下

が
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
」。講
師
の
言
葉
に

学
生
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

大
が
か
り
な
仕
掛
け
に
大
き
な
音
。加

え
て「
多
分
、
壊
れ
な
い《
は
ず
》。安
全
だ

と
《
思
い
ま
す
》」
と
い
う
講
師
の
ジ
ョ
ー

ク
混
じ
り
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
解
説
に
驚

き
つ
つ
も
興
味
津
々
の
学
生
た
ち
。授
業

の
熱
気
は
こ
こ
で
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。

　

講
義
の
全
項
目
を
終
え
る
と
受
講
後
ア

ン
ケ
ー
ト
を
記
入
。次
の
予
定
が
あ
る
の

か
、
終
業
チ
ャ
イ
ム
と
と
も
に
足
早
に
退

出
す
る
人
が
多
い
中
、
名
残
惜
し
そ
う
な

学
生
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。授
業
で
何

か
を
感
じ
て
、
話
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

講
師
は
大
学
Ｏ
Ｂ

「
後
輩
の
育
成
に
役
立
ち
た
い
」

　

実
は
斉
藤
氏
は
同
大
学
の
卒
業
生
。「
学

生
に
と
っ
て
私
は
先
輩
で
す
か
ら
ね
、親
近

感
を
も
っ
て
聞
い
て
く
れ
ま
す
」と
教
壇
に

立
つ
と
力
が
入
る
と
の
こ
と
。「
授
業
で
は

実
務
体
験
を
こ
ま
め
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。建
設
業
の
面
白
い
点
は
何
か
、
学
生
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
も
講
師

の
役
目
。建
設
業
に
進
ん
で
ほ
し
い
の
も

あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
後
輩
の
役
立
ち
た

い
の
で
す
」と
目
を
細
め
る
斉
藤
氏
。

　

授
業
を
通
し
て
の
出
逢
い
が
学
び
と
就

職
へ
の
意
欲
を
生
み
、
ひ
い
て
は
人
間
と

し
て
の
成
長
の
き
っ
か
け
に
な
る
。今
回

の
潜
入
取
材
で
そ
ん
な
良
さ
が
見
え
た
Ｐ

Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
で
し
た
。

熱
気
に
包
ま
れ
た
東
京
都
市
大
学
の
教
室

そ
の
学
生
た
ち
の
目
は
好
奇
心
に
輝
い
て
い
た
。

講義に潜入！
現場リポート
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11
月
の
２
日
間
、
東
京
理
科
大
学
の
加
藤
佳
孝
教
授

が
担
当
す
る
理
工
学
部
土
木
工
学
科
２
年
生
を
対

象
に
派
遣
講
師
に
よ
る
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今

回
は
落
合
勝 

オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱
技
術
部
第
一

技
術
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
座
学
と
実
演
に
潜
入
し

ま
し
た
。そ
の
受
講
数
は
約
１
２
０
人
。教
室
は
満

席
で
学
生
の
熱
気
に
圧
倒
さ
れ
そ
う
で
し
た
。

せ
ま
せ
ん
」
と
い
う
話
に
教
室
中
が
納
得

の
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
皮
切
り
に
質
問
が
次
々
と
続
き

講
義
後
も
な
か
な
か
収
ま
り
ま
せ
ん
。一
つ

ひ
と
つ
誠
実
に
回
答
し
た
落
合
氏
は「
今
回

は
学
生
が
大
変
多
い
の
で
緊
張
実
演
は
半

分
に
分
け
、
昨
日
１
回
目
を
行
い
ま
し
た
。

既
に
Ｐ
Ｃ
に
触
れ
た
半
分
の
学
生
た
ち
が

今
日
の
講
義
を
聞
い
て
好
奇
心
に
火
が
付

い
た
の
で
は
」
と
い
い
ま
す
。と
は
い
え
学

生
と
講
師
の
熱
量
に
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り

で
し
た
。

好
奇
心
に
火
が
付
い
た
学
生

数
多
く
の
質
問
に
講
師
は

一
つ
ひ
と
つ
誠
実
に
回
答

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
技
術
の
概
要
説
明
後
、

多
数
の
Ｐ
Ｃ
構
造
物
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
途
中
「
私
の
県
に
も
Ｐ
Ｃ
の
橋
は
あ

り
ま
す
か
？
」と
学
生
が
質
問
。落
合
氏
は

「
も
ち
ろ
ん
た
く
さ
ん
。ス
レ
ン
ダ
ー
な
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
Ｐ
Ｃ
橋
だ
か
ら
す
ぐ
見

つ
か
り
ま
す
よ
」
と
。そ
し
て
「
少
子
高
齢

化
社
会
で
は
施
工
現
場
も
効
率
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
は
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
部
材
を
活
用
で
き
る
Ｐ
Ｃ
技
術
が
欠
か

「
重
い
！
」「
頑
丈
！
」

鋼
材
標
本
に
初
め
て
触
れ
て

学
生
た
ち
は
感
声
を
上
げ
る

　

午
後
か
ら
の
授
業
の
冒
頭
30
分
に
神
鋼

鋼
線
工
業
㈱
の
池
原
大
典
係
長
と
武
市
知

大
係
長
に
よ
る「
緊
張
実
演
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。機
械
で
緊
張
を
か
け
る
と
ゆ
っ
た

り
と
し
た
部
材
が
瞬
く
間
に
短
く
な
り
、

武
市
氏
が
「
で
は
今
か
ら
緊
張
を
解
き
ま

す
」
と
い
う
と
一
瞬
で
部
材
は
元
通
り
に
。

そ
の
都
度「
お
ぉ
！
」と
い
う
声
が
教
室
に

響
き
、
部
材
に
手
を
触
れ
た
学
生
は
一
様

に
感
心
し
た
表
情
を
見
せ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
の

鋼
材
を
並
べ
た
標
本
を
学
生
に
開
放
す
る

と
た
ち
ま
ち
人
だ
か
り
に
。そ
れ
ぞ
れ
手

に
と
っ
て
「
見
た
目
よ
り
重
い
！
」「
や
ば

い
！
頑
丈
！
」
と
率
直
に
感
想
を
述
べ
る

学
生
た
ち
。そ
の
中
に
は「
イ
ン
ス
タ
映
え

す
る
」
と
目
を
輝
か
せ
て
撮
影
す
る
学
生

も
見
え
ま
し
た
。こ
う
し
て
開
始
か
ら
30

分
経
っ
た
と
こ
ろ
で
実
演
は
終
了
。休
憩

を
は
さ
ん
で
通
常
の
授
業
が
続
く
た
め
潜

入
取
材
は
こ
こ
ま
で
で
す
。

　

教
室
か
ら
退
出
間
際
に
「
受
講
ア
ン

ケ
ー
ト
で
こ
こ
ま
で『
す
ご
い
良
い
』と
書

い
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
」
と
い
う
立
ち

話
が
聞
え
ま
し
た
。今
回
の
講
座
が
学
生

た
ち
に
と
っ
て
目
新
し
い
経
験
だ
っ
た
こ

と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。願
わ
く
ば
今
後

の
視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

質
疑
応
答
が
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
東
京
理
科
大
学

「
こ
ん
な
に
良
い
講
義
は
今
ま
で
な
か
っ
た
」と

受
講
し
た
学
生
も
講
師
も
感
激

講義に潜入！
現場リポート
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１
年
間
に
全
国
50
校
以
上
で
行
わ
れ
る

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
。そ
の
取
り

組
み
へ
の
想
い
を
５
人
の
派
遣
講
師
に
お

聞
き
し
ま
し
た
。

●
　
　
●
　
　
●

―
講
師
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。

今
井
：
私
自
身
は
こ
の
事
業
が
始
ま
る
約

20
年
前
か
ら
行
政
向
け
に
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

毛
利
：
私
も
約
10
年
前
か
ら
行
政
へ
講
習

を
し
て
い
ま
す
。他
の
皆
さ
ん
は
講
師
を

務
め
て
数
年
で
す
。

―
派
遣
講
義
へ
の
心
掛
け
や
工
夫
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

毛
利
：
全
体
と
し
て
は
出
身
校
や
出
身
地

な
ど
講
師
に
縁
の
あ
る
学
校
で
な
る
べ
く

講
義
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
実

は
皆
さ
ん
の
先
輩
だ
よ
」
と
話
す
と
学
生

の
印
象
は
良
い
で
す
。

落
合
：
各
先
生
の
要
望
に
応
じ
て
講
義
テ

キ
ス
ト
を
少
し
ず
つ
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て

い
ま
す
。写
真
や
動
画
を
最
初
に
ズ
ラ
リ

と
見
せ
て
中
身
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
話
し
て

い
き
ま
す
ね
。

今
井
：
講
義
テ
キ
ス
ト
は
全
講
師
共
通
で

各
人
の
知
見
を
取
り
入
れ
て
毎
年
更
新
し

て
い
ま
す
。

小
林
：
と
に
か
く
学
生
の
心
を
つ
か
む
た

め
に
、動
画
と
写
真
に
加
え
て
、本
物
の
Ｐ

Ｃ
鋼
材
や
緊
張
作
業
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
た
め
の
模
型
を
用
意
し
、
こ
れ
ら

を「
講
義
の
三
種
の
神
器
」と
い
っ
て
使
っ

て
い
ま
す
。ま
た
講
義
の
冒
頭
に
は「
世
界

の
変
わ
っ
た
橋
」を
画
像
で
紹
介
し
ま
す
。

例
え
ば
世
界
一
恐
い
イ
ン
カ
の
吊
り
橋
や

ド
イ
ツ
の
橋
。日
本
は
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
橋
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
割
合
を

紹
介
し
た
後
に
ド
イ
ツ
の
橋
は
ほ
と
ん
ど

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
だ
と
い
う
と
多
く
の

学
生
が
興
味
を
示
し
ま
す
。い
ず
れ
に
せ

よ
、
講
義
が
堅
苦
し
い
雰
囲
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
途
中
で
本
論
と
異
な
る
話
題

を
出
す
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

妹
川
：
大
学
校
内
に
Ｐ
Ｃ
橋
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、講
義
途
中
で
教
室
か
ら
出
て
、見

学
し
な
が
ら
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。実

際
に
Ｐ
Ｃ
構
造
物
を
見
な
が
ら
の
話
に
学

生
た
ち
も
興
味
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

今
井
：
た
ま
た
ま
学
校
の
近
所
に
工
事
現

場
が
あ
っ
て
座
学
と
現
場
見
学
を
セ
ッ
ト

に
し
て
派
遣
講
義
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。学
校
の
近
所
に
工
事
現
場
が
な
い

場
合
は
座
学
と
現
場
見
学
の
時
期
を
ず
ら

す
な
ど
の
工
夫
を
す
れ
ば
で
き
な
く
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

落
合
：
緊
張
実
演
や
鋼
材
展
示
の
コ
マ
に

な
る
と
い
つ
も
学
生
た
ち
の
目
が
変
わ
り

ま
す
。派
遣
講
義
が
学
生
に
と
っ
て
Ｐ
Ｃ

と
の
初
め
て
の
出
会
い
の
機
会
で
す
か
ら

イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
に
く
い
だ
け
に
、「
実
物

を
見
せ
る
こ
と
は
大
事
だ
な
」
と
い
つ
も

感
じ
ま
す
。

―
印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

今
井
：
受
講
生
の
中
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
来
て
く
れ
た
学
生
が
い
ま
す
。私
の

勤
務
先
の
他
に
彼
の
希
望
に
添
え
そ
う
な

企
業
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
こ
へ
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
っ
た
」
と
先
生
を
通

じ
て
聞
き
ま
し
た
。派
遣
講
義
を
通
し
て

学
生
に
Ｐ
Ｃ
業
界
に
関
心
を
向
け
て
も
ら

い
、
最
終
的
に
業
界
の
人
手
不
足
の
解
消

に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。講
義
で
の
出
会
い

は
ま
さ
に
一
期
一
会
で
す
。

毛
利
：
現
在
の
学
生
の
多
く
が
公
務
員
を

目
指
し
て
就
職
活
動
し
ま
す
。し
か
し
派

遣
講
義
で
Ｐ
Ｃ
の
存
在
を
初
め
て
知
り
、

そ
の
特
性
や
美
し
さ
を
学
び
、中
に
は「
Ｐ

Ｃ
業
界
に
進
み
た
い
」
と
い
う
学
生
が
出

て
き
て
お
り
、手
応
え
を
感
じ
ま
す
。

妹
川
：
大
学
院
生
に
派
遣
講
義
を
行
っ
た

際
、
先
生
の
強
い
ご
要
望
で
小
テ
ス
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。す
る
と
80
点
以
上
が

70
％
以
上
い
ま
し
た
、
ま
た
「
単
位
が
間

違
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
誤
植
を
指
摘
し
た

学
生
も
い
ま
し
た
。

小
林
：
私
は
先
生
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー

チ
橋
の
ロ
ア
リ
ン
グ
工
法
と
い
う
、
両
岸

で
桁
を
鉛
直
方
向
に
造
り
回
転
さ
せ
て
閉

合
す
る
架
設
工
法
を
紹
介
し
た
時
、「
普
通

に
勉
強
し
て
い
て
は
知
る
こ
と
の
で
き
な

い
話
を
聞
く
た
め
に
Ｐ
Ｃ
建
協
に
派
遣
講

師
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
す
。学
生
に

建
設
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
魅
力
を
も
っ

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
仰
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。多
分
、
学
生
も
熱
心
に
受
講
し

て
く
れ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

―
ご
自
身
が
考
え
る
派
遣
事
業
の
今
後
の

可
能
性
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
井
：
私
た
ち
関
東
支
部
技
術
部
会
が
昨

年
行
っ
た
「
平
成
28
年
度
受
講
後
ア
ン

ケ
ー
ト
」の
分
析
結
果
に
よ
る
と
、
85
％
の

学
生
が
「
参
考
に
な
っ
た
」「
よ
く
理
解
で

き
た
」「
も
っ
と
知
り
た
い
」と
思
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。特
に
緊
張
実
演

は
好
評
で
、「
仕
事
内
容
を
も
っ
と
知
り
た

い
」「
施
工
現
場
を
見
学
し
た
い
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

毛
利
：
座
学
と
現
場
見
学
の
セ
ッ
ト
を
進

め
た
い
で
す
。私
も
セ
ッ
ト
講
義
の
経
験
が

あ
り
、
見
学
後
に
講
義
を
す
る
と
質
問
が

活
発
に
な
り
理
解
も
深
ま
る
様
子
で
す
。

小
林
：
あ
る
学
校
の
先
生
は「
大
学
や
高
専

へ
入
学
す
る
前
に
興
味
を
持
た
せ
て
ほ
し

「
講
義
で
の
出
会
い
は
一
期
一
会
」

P
C
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
に
賭
け
た
想
い

P
C
建
協 

派
遣
講
師
に
聞
く

い
。小
中
学
生
に
も
っ
と
建
設
業
の
魅
力
を

伝
え
て
ほ
し
い
」
と
仰
っ
て
い
ま
す
。も
し

依
頼
が
あ
っ
た
ら
喜
ん
で
講
義
と
現
場
見

学
を
引
き
受
け
Ｐ
Ｃ
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し

ま
す
よ
。

妹
川
：
少
な
く
と
も
文
理
選
択
前
の
高
校

１
年
生
以
下
が
対
象
で
す
ね
。

落
合
：「
教
室
で
で
き
な
い
事
は
外
に
出
て
」

と
い
う
方
向
へ
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

学
び
の
基
本
は
、
で
き
る
だ
け
小
さ
い
頃
か

ら
外
に
出
て
、目
で
見
て
、体
験
し
て
、実
感

す
る
こ
と
。そ
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、Ｐ
Ｃ
技
術
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今井 平佳 氏（いまい・ひらよし）
PC建協 関東支部 技術部会 部会長
川田建設㈱ 東京支店 勤務

妹川 寿秀 氏（いもかわ・としひで）
PC建協 九州支部 技術部会 部会長
㈱富士ピー・エス 勤務

毛利 忠宏 氏（もうり・ただひろ）
PC建協 関東支部 技術部会 委員
ドーピー建設工業㈱ 勤務
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P
C
技
術
専
門
家
派
遣

講
義
の
依
頼
、準
備
、開
講
ま
で
の
流
れ

　
今
か
ら
10
年
以
上
前
、学
校
の
先
生
方

か
ら
Ｐ
Ｃ
建
協
の
い
く
つ
か
の
支
部
に

Ｐ
Ｃ
技
術
に
つ
い
て
の
授
業
支
援
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
、派
遣
講
義
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
建
協
は
平
成
26
年
に「
学
校
で
の

Ｐ
Ｃ
教
育
の
機
会
を
全
国
へ
拡
大
し
、建

設
産
業
へ
の
入
職
者
を
増
や
す
」と
い
う

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
個

別
に
行
わ
れ
て
い
た
学
校
へ
の
講
師
派

遣
を
発
展
さ
せ
た「
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派

遣
事
業
」
を
推
進
す
る
た
め
「
Ｐ
Ｃ
技
術

教
育
普
及
委
員
会
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　
以
降
、
ニ
ー
ズ
の
全
国
調
査
分
析
、
教

材
の
組
織
的
な
改
善
、入
手
が
難
し
い
橋

梁
建
設
現
場
の
写
真
確
保
、受
講
後
ア
ン

ケ
ー
ト
の
収
集
と
分
析
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
派
遣
講
義
の
依
頼
か
ら
準
備
、開
講
の

流
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
に
関
心
の
あ

る
方
は
、
本
誌
裏
表
紙
記
載
の
、
お
近
く

の
Ｐ
Ｃ
建
協
各
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
１
年
間
に
全
国
50
校
以
上
で
行
わ
れ
る

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
。そ
の
取
り

組
み
へ
の
想
い
を
５
人
の
派
遣
講
師
に
お

聞
き
し
ま
し
た
。

●
　
　
●
　
　
●

―
講
師
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
。

今
井
：
私
自
身
は
こ
の
事
業
が
始
ま
る
約

20
年
前
か
ら
行
政
向
け
に
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

毛
利
：
私
も
約
10
年
前
か
ら
行
政
へ
講
習

を
し
て
い
ま
す
。他
の
皆
さ
ん
は
講
師
を

務
め
て
数
年
で
す
。

―
派
遣
講
義
へ
の
心
掛
け
や
工
夫
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

毛
利
：
全
体
と
し
て
は
出
身
校
や
出
身
地

な
ど
講
師
に
縁
の
あ
る
学
校
で
な
る
べ
く

講
義
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
実

は
皆
さ
ん
の
先
輩
だ
よ
」
と
話
す
と
学
生

の
印
象
は
良
い
で
す
。

落
合
：
各
先
生
の
要
望
に
応
じ
て
講
義
テ

キ
ス
ト
を
少
し
ず
つ
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て

い
ま
す
。写
真
や
動
画
を
最
初
に
ズ
ラ
リ

と
見
せ
て
中
身
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
話
し
て

い
き
ま
す
ね
。

今
井
：
講
義
テ
キ
ス
ト
は
全
講
師
共
通
で

各
人
の
知
見
を
取
り
入
れ
て
毎
年
更
新
し

て
い
ま
す
。

小
林
：
と
に
か
く
学
生
の
心
を
つ
か
む
た

め
に
、動
画
と
写
真
に
加
え
て
、本
物
の
Ｐ

Ｃ
鋼
材
や
緊
張
作
業
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
た
め
の
模
型
を
用
意
し
、
こ
れ
ら

を「
講
義
の
三
種
の
神
器
」と
い
っ
て
使
っ

て
い
ま
す
。ま
た
講
義
の
冒
頭
に
は「
世
界

の
変
わ
っ
た
橋
」を
画
像
で
紹
介
し
ま
す
。

例
え
ば
世
界
一
恐
い
イ
ン
カ
の
吊
り
橋
や

ド
イ
ツ
の
橋
。日
本
は
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
橋
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
割
合
を

紹
介
し
た
後
に
ド
イ
ツ
の
橋
は
ほ
と
ん
ど

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
だ
と
い
う
と
多
く
の

学
生
が
興
味
を
示
し
ま
す
。い
ず
れ
に
せ

よ
、
講
義
が
堅
苦
し
い
雰
囲
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
途
中
で
本
論
と
異
な
る
話
題

を
出
す
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

妹
川
：
大
学
校
内
に
Ｐ
Ｃ
橋
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、講
義
途
中
で
教
室
か
ら
出
て
、見

学
し
な
が
ら
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。実

際
に
Ｐ
Ｃ
構
造
物
を
見
な
が
ら
の
話
に
学

生
た
ち
も
興
味
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

今
井
：
た
ま
た
ま
学
校
の
近
所
に
工
事
現

場
が
あ
っ
て
座
学
と
現
場
見
学
を
セ
ッ
ト

に
し
て
派
遣
講
義
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。学
校
の
近
所
に
工
事
現
場
が
な
い

場
合
は
座
学
と
現
場
見
学
の
時
期
を
ず
ら

す
な
ど
の
工
夫
を
す
れ
ば
で
き
な
く
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

落
合
：
緊
張
実
演
や
鋼
材
展
示
の
コ
マ
に

な
る
と
い
つ
も
学
生
た
ち
の
目
が
変
わ
り

ま
す
。派
遣
講
義
が
学
生
に
と
っ
て
Ｐ
Ｃ

と
の
初
め
て
の
出
会
い
の
機
会
で
す
か
ら

イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
に
く
い
だ
け
に
、「
実
物

を
見
せ
る
こ
と
は
大
事
だ
な
」
と
い
つ
も

感
じ
ま
す
。

―
印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

今
井
：
受
講
生
の
中
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
来
て
く
れ
た
学
生
が
い
ま
す
。私
の

勤
務
先
の
他
に
彼
の
希
望
に
添
え
そ
う
な

企
業
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
こ
へ
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
っ
た
」
と
先
生
を
通

じ
て
聞
き
ま
し
た
。派
遣
講
義
を
通
し
て

学
生
に
Ｐ
Ｃ
業
界
に
関
心
を
向
け
て
も
ら

い
、
最
終
的
に
業
界
の
人
手
不
足
の
解
消

に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。講
義
で
の
出
会
い

は
ま
さ
に
一
期
一
会
で
す
。

毛
利
：
現
在
の
学
生
の
多
く
が
公
務
員
を

目
指
し
て
就
職
活
動
し
ま
す
。し
か
し
派

遣
講
義
で
Ｐ
Ｃ
の
存
在
を
初
め
て
知
り
、

そ
の
特
性
や
美
し
さ
を
学
び
、中
に
は「
Ｐ

Ｃ
業
界
に
進
み
た
い
」
と
い
う
学
生
が
出

て
き
て
お
り
、手
応
え
を
感
じ
ま
す
。

妹
川
：
大
学
院
生
に
派
遣
講
義
を
行
っ
た

際
、
先
生
の
強
い
ご
要
望
で
小
テ
ス
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。す
る
と
80
点
以
上
が

70
％
以
上
い
ま
し
た
、
ま
た
「
単
位
が
間

違
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
誤
植
を
指
摘
し
た

学
生
も
い
ま
し
た
。

小
林
：
私
は
先
生
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー

チ
橋
の
ロ
ア
リ
ン
グ
工
法
と
い
う
、
両
岸

で
桁
を
鉛
直
方
向
に
造
り
回
転
さ
せ
て
閉

合
す
る
架
設
工
法
を
紹
介
し
た
時
、「
普
通

に
勉
強
し
て
い
て
は
知
る
こ
と
の
で
き
な

い
話
を
聞
く
た
め
に
Ｐ
Ｃ
建
協
に
派
遣
講

師
を
お
願
い
し
て
い
る
の
で
す
。学
生
に

建
設
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
魅
力
を
も
っ

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
仰
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。多
分
、
学
生
も
熱
心
に
受
講
し

て
く
れ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

―
ご
自
身
が
考
え
る
派
遣
事
業
の
今
後
の

可
能
性
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
井
：
私
た
ち
関
東
支
部
技
術
部
会
が
昨

年
行
っ
た
「
平
成
28
年
度
受
講
後
ア
ン

ケ
ー
ト
」の
分
析
結
果
に
よ
る
と
、
85
％
の

学
生
が
「
参
考
に
な
っ
た
」「
よ
く
理
解
で

き
た
」「
も
っ
と
知
り
た
い
」と
思
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。特
に
緊
張
実
演

は
好
評
で
、「
仕
事
内
容
を
も
っ
と
知
り
た

い
」「
施
工
現
場
を
見
学
し
た
い
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

毛
利
：
座
学
と
現
場
見
学
の
セ
ッ
ト
を
進

め
た
い
で
す
。私
も
セ
ッ
ト
講
義
の
経
験
が

あ
り
、
見
学
後
に
講
義
を
す
る
と
質
問
が

活
発
に
な
り
理
解
も
深
ま
る
様
子
で
す
。

小
林
：
あ
る
学
校
の
先
生
は「
大
学
や
高
専

へ
入
学
す
る
前
に
興
味
を
持
た
せ
て
ほ
し

い
。小
中
学
生
に
も
っ
と
建
設
業
の
魅
力
を

伝
え
て
ほ
し
い
」
と
仰
っ
て
い
ま
す
。も
し

依
頼
が
あ
っ
た
ら
喜
ん
で
講
義
と
現
場
見

学
を
引
き
受
け
Ｐ
Ｃ
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し

ま
す
よ
。

妹
川
：
少
な
く
と
も
文
理
選
択
前
の
高
校

１
年
生
以
下
が
対
象
で
す
ね
。

落
合
：「
教
室
で
で
き
な
い
事
は
外
に
出
て
」

と
い
う
方
向
へ
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

学
び
の
基
本
は
、
で
き
る
だ
け
小
さ
い
頃
か

ら
外
に
出
て
、目
で
見
て
、体
験
し
て
、実
感

す
る
こ
と
。そ
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、Ｐ
Ｃ
技
術
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

① 

学
校
（
教
員
）
か
ら
Ｐ
Ｃ
建
協
へ
開

講
依
頼
を
打
診
。既
実
施
校
は
前
年

度
の
講
義
終
了
後
、
次
年
度
の
開
講

を
教
員
と
相
互
確
認
。

② 

１
〜
３
月
上
旬
に
担
当
者
と
講
師

で
直
接
打
ち
合
わ
せ
。大
学
は
こ
の

後
か
ら
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
。

③ 

講
義
1
カ
月
前
に
詳
細
打
ち
合
わ

せ
。講
師
は
学
校
の
要
望
に
応
じ
て

テ
キ
ス
ト
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
。

④ 

開
講
。

落合　勝 氏（おちあい・まさる）
PC建協 関東支部 技術部会 委員
オリエンタル白石㈱ 東京支店 勤務

小林　仁 氏（こばやし・ひとし）
PC建協 関西支部 技術部会 部会長
㈱ピーエス三菱 勤務
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